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視
察

報
告

活
発
な
地
域
活
動
を
促
し
、

地
域
力
の
向
上
に
よ
り
市

全
体
の
活
力
向
上
を
目
指

す
。

　

最
初
の
う
ち
は
ヤ
ル
気

が
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に

成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。

自
色
が
強
い
計
画
が
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
た
京
丹
後

市
だ
が
、
そ
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て
視
察
研
究
し
た
。

　

野
心
的
な
目
標
と
計
画

で
あ
り
、
進
捗
管
理
に
は

慎
重
さ
と
、
事
業
ご
と
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
作
業

は
今
後
、
深
谷
市
の
総
合

戦
略
進
行
に
参
考
と
な
る

も
の
が
あ
る
。

議
会
運
営

委
員
長　
　
　

仲
田　

稔

●
視
察
先

　
　

三
重
県
四
日
市
市

議
会
改
革
と
議
会
運
営
の

改
善
に
つ
い
て

　

四
日
市
市
議
会
で
は
、

通
年
議
会
を
採
用
し
、
議

長
の
権
限
で
休
会
中
で

も
会
議
の
再
開
が
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
災

害
時
等
に
俊
敏
な
対
応
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
市
議

福
祉
文
教

委
員
長　

五
間　
く
み
子

●
視
察
先　

　
　

長
野
県
伊
那
市

幼
保
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

教
育
現
場
で
問
題
と
さ

れ
て
い
る「
小
一
プ
ロ
ブ
レ

ム
」の
解
決
に
は
、
家
庭

か
ら
幼
保
、
小
学
校
へ
と

大
き
く
変
化
を
す
る
子
ど

も
た
ち
を
、
連
続
し
、
か

つ
一
貫
し
て
育
ち
を
見
て

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
、

本
会
議
や
委
員
会
を
傍
聴

し
て
も
ら
い
意
見
を
求
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
議
場
に
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
議

員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

配
付
を
行
う
な
ど
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
を
推
進
し
て
い

る
。

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

幼
児
期
・
学
童
期
の
学
び

方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
円
滑

に
接
続
す
る
た
め
に
、
伊

那
市
に
お
い
て
は
、
地
域

性
を
考
慮
し
、
幼
稚
園
・

保
育
園
と
小
学
校
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
を
し
て
幼
保

小
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。

産
業
建
設

委
員
長　
　
　

為
谷　

剛

●
視
察
先

　
　

広
島
県
呉
市

夢
づ
く
り
地
域
協
働
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
自
主
的

で
自
立
し
た
地
域
活
動
の

支
援
に
つ
い
て

　

人
口
に
応
じ
た
金
額
の

使
途
に
定
め
の
な
い
交
付

金
を
交
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ご
と
に
自
主
的
で

総　
　

務

委
員
長　
　

石
川　

克
正

●
視
察
先　

　
　

京
都
府
京
丹
後
市

地
方
創
生　

総
合
戦
略
と

そ
の
進
捗
管
理

　

全
国
各
市
町
村
に
お
い

て「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
地
方
版
総
合
戦
略
」が

策
定
さ
れ
、
地
方
創
生
に

向
け
様
々
な
取
り
組
み
が

始
め
ら
れ
て
い
る
。

　

高
い
目
標
を
掲
げ
、
独
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四
日
市
市
議
会
議
長
よ

り
説
明
を
受
け
る

つ
く
ば
市
防
災
科
学

　

技
術
研
究
所

大
型
降
雨
実
験

 

見
学

松
本
市
健
康
づ

く
り
課
長
よ
り
説

明
を
受
け
る

そ
の
他
の
視
察
先

　

健
康
寿
命
延
伸
都
市
の
取
組

　

に
つ
い
て

長
野
県
松
本
市　

他

そ
の
他
の
視
察
先

　

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の

　

運
営
・
概
要
に
つ
い
て

山
口
県
周
南
市　

他

そ
の
他
の
視
察
先

　

鬼
怒
川
水
害
対
応
に
関
す
る

　

検
証
報
告
書
に
つ
い
て

茨
城
県
つ
く
ば
市　

他

そ
の
他
の
視
察
先

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

岐
阜
県
多
治
見
市

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
収
益
は
20
年
で
ど
の
程
度
に
な
る
の
か

約
13
億
円
の
見
込
み
で
あ
る

村ミ

ル

ク川
　
徳お

や

じ浩

Q　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
最
終
的
に
は
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
る
が
、
処
分
費

用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
及
び
施
設
の
解

体
や
大
規
模
改
修
時
に
併
せ
処
分
を
行
う

な
ど
、
処
分
費
用
縮
減
に
努
め
る
。

Q　

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
売
電
先
が
株
式
会
社
エ

フ
パ
ワ
ー
に
変
更
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
契
約
な
の
か
。
東
電
と
比
較
し
て
リ

ス
ク
は
な
い
の
か
。

A　

売
電
単
価
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時（
税

抜
）36
円
の
と
こ
ろ
37
・
７
円
と
な
り
、

契
約
期
間
は
３
年
間
で
あ
る
。
リ
ス
ク
に

つ
い
て
は
債
務
不
履
行
時
に
は
契
約
を
解

除
し
、
東
電
と
再
契
約
を
す
る
た
め
36
円

は
確
保
で
き
る
。

Q　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
得
ら
れ
る
収

益
は
20
年
間
で
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

A　

平
成
27
年
度
の
実
績
ベ
ー
ス
で
考
え

る
と
約
13
億
円
に
な
る
。

Q　

収
益
は
下
水
道
事
業
会
計
に
入
る
が
、

特
定
の
人
に
し
か
還
元
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

A　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
下
水
道
事
業
の
資

金
で
、
国
の
補
助
事
業
で
取
得
し
た
用
地

に
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
収
益
は
下
水
道

事
業
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

Q　

新
規
に
公
共
施
設
を
建
て
る
場
合
、

屋
根
貸
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A　

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
な
ど

に
お
い
て
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
を
目

指
す
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

に
お
い
て
は
、
自
ら
設
置
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

浄化センターのメガソーラー

　
自
殺
を
減
ら
す
た
め
の
市
の
方
策
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

講
演
会
の
開
催
や
、
専
門
家
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
る

⻆つ
の

田だ

　
義よ

し

徳の
り

Q　

市
内
の
自
殺
者
の
過
去
５
年
間
の
人

数
と
自
殺
の
主
な
理
由
は
何
か
。

A　

平
成
23
年
41
人
、
平
成
24
年
30
人
、
平

成
25
年
35
人
、
平
成
26
年
27
人
、
平
成
27

年
31
人
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。
自
殺
の
主

な
原
因
は
平
成
27
年
の
埼
玉
県
警
察
統
計

に
よ
る
と
健
康
問
題
67
・
９
％
、
経
済
・

生
活
問
題
11
・
８
％
、
家
庭
問
題
７
・
８
％

で
あ
る
。

Q　

残
さ
れ
た
家
族
へ
の
対
応
や
支
援
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A　

平
成
25
年
に
は
講
演
会
を
実
施
し
た
。

今
後
も
個
別
に
相
談
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

県
の
自
死
遺
族
相
談
窓
口
の
紹
介
や
保
健

師
に
よ
る
相
談
支
援
等
を
実
施
し
た
い
。

Q　

学
校
で
の「
命
を
大
切
に
す
る
教
育
」

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

A　

自
ら
の
生
命
の
大
切
さ
を
自
覚
し
、

し
っ
か
り
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
を

一
人
一
人
の
子
供
た
ち
に
染
み
入
る
学
習

を
と
お
し
て
行
い
、
生
命
尊
重
・
生
命
に

対
す
る
畏
敬
の
念
な
ど
を
培
っ
て
い
る
。

Q　

熊
谷
市
や
行
田
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

く
ま
が
や
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
会
に
よ
る「

生
命
の
授
業
」を
取
り
入
れ
て
い
る
が
。

A　

東
都
医
療
大
学
等
と
の
連
携
も
考
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

—

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て—

Q　

一
年
経
っ
た
が
、
検
証
の
結
果
ど
の

よ
う
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
か
知
り
た
い
。

A　

推
計
さ
れ
る
消
費
喚
起
総
額
は
、

お
よ
そ
７
億
９
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
こ

れ
は
国
や
県
が
投
資
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
分

２
億
４
０
０
０
万
円
の
お
よ
そ
3.3
倍
で
あ

る
。

Q　

今
後
も
同
様
の
事
業
を
行
う
の
か
。

A　

市
の
単
独
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。


